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平成３０年度 第１回協働のまちづくり推進委員会 会議録 

 

日時 平成３０年５月２２日（火）１３：３０～ 

場所 すこやかセンター２階会議室（１） 

出席委員 久野会長，小川副会長，小出副会長，岩坂委員，岡野委員， 

角野委員，鈴木委員，佐々木委員，宮久保委員，石川委員， 

小沼委員 

欠席委員 長谷川委員，荒野委員，渡辺委員，浅沼委員， 

事務局 市民活動推進課 加瀬課長，細野主査，大木，廣瀬 

とみさと市民活動サポートセンター 佐藤 

傍聴者 なし 

[会議次第] 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議 題 

（１） 平成２９年度の進捗状況と平成３０年度の推進事業について 

資  料１：富里市協働のまちづくり推進計画進捗状況 

参考資料１：協働のまちづくり推進計画の取組に対する意見

等について 

（２） 富里市消費者行政推進連絡協議会委員の推薦について 

    

４ その他 

（１） 実施事業について 

（２） 次回の会議日程について 平成３０年６月２２日（金）１３時

３０分～ 

（３） その他 

 

５ 閉 会 
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 [会議概要] 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

Ｄ委員 

次第３ 議題 

 

（１）平成２９年度の進捗状況と平成３０年度の推進事業につい

て 

・協働のまちづくり推進委員会の運営に関する要綱第３条により，

会長が議事の進行を務める。 

 

事務局より平成２９年度の進捗状況と平成３０年度の推進事業に

ついて説明をお願いします。 

 

資料１及び参考資料１により平成２９年度の取組実績と平成３０

年度の取組に関する事項について説明。 

 

ただいま，事務局から平成２９年度の進捗状況と平成３０年度の推

進事業について説明がありました。 

富里市の協働のまちづくり推進計画とは，立ち上がり時には５つの

大項目があった。環境づくり，担い手づくり，情報の提供と共有，

市政の参画，行政内部の推進体制の見直し等，そこから２９の項目

に分類した。市民の目に見える成果も上がっている部分もあれば，

まだ不十分な部分もある。 

これらの部分に対して，委員の皆様からも意見があれば頂戴した

い。 

 

市民活動支援基金に関しては，ある程度の額が集まっていると思う

が，ある部署がずっと持ったままになっているのか。 

 

「ふるさと応援寄付金」に積み立てた後，市民活動支援補助金の一

部に充てさせていただいている。 

 

具体的な項目についての意見が出てきているので，推進計画の進捗

状況等について，先日提出いただいた意見書を取りまとめた参考資

料１に対して，目を通していただいて各委員のみなさんから意見を

お願いいたします。 

 

資料の中身の文言等に関しては十分な注意を払っていただきたい。 
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会長 

 

 

Ａ委員 

 

Ｅ委員 

 

Ｄ委員 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

会長 

 

 

 

 

・協働のまちづくり推進計画の取り組みに対する意見概要をまとめ

た参考資料１に関して，会長から順番に読み上げ。 

 

サポートセンターの環境についてはどうか。 

働いている職員も含めて。 

 

いい雰囲気ではあると思う。 

 

意見交換の提供の場として機能している。 

 

一部では批判的な部分もあると思うが，十分に機能しているのでは

ないか。消極的になる必要はない。 

 

職員に関しては好感度が高い。 

だがサポートセンターには７つの機能があり，その機能面の充実が

大事で，コーディネーターとしての役割を再度認識していただきた

い。 

つなぐという役割の部分を担う担い手として。 

これからは具体的な目標などを定めて，取組の実施を考察していた

だきたい。 

 

土曜日だけでなく，日曜日も開所できたり，平日と交換したりでき

たらいい。 

 

土曜日の利用者数を見ると，そこまで多くない。 

土日に活動している団体も多いので，サポートセンターに寄ること

は困難なのではないか。 

 

サポートセンター側でも利用者にアンケート等でリサーチしてみ

ては。 

 

２年を経過しているので，節目として，そろそろサポートセンター

の使い勝手については利用者に聞いてみて，検証してみてもいいか

もしれない。 

 

－事務局了承－ 
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会長 

 

Ｃ委員 

 

 

会長 

 

事務局 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

Ｂ委員 

 

 

市民活動支援補助金に関して，なにか意見はあるか。 

 

申請した団体との意見交換できる場所などフラットな機会もあっ

たほうがいい。 

 

補助金支給後の効果検証の仕組みができていないのが一つの問題。 

 

今年度は補助金支給団体にコーディネーターがそれぞれ付き，活動

をサポートしていくことになっている。 

 

活動の名目を変えれば何度も受けられるのは問題。 

また予算措置の見直しも必要。 

市民感覚での審査を意識し，あまりハードルを高くしないほうがい

い。 

 

今年度は交付要綱等の見直しや仕組みを検証し，もう少しこの委員

会で考察していく。 

市民活動支援基金，地域づくり協議会に関しても，今後委員会で十

分検討していく。 

 

・平成３０年度の予定事業について会長から順番に読み上げ。 

 

市民活動支援基金の検討の継続や地域ネットワークの促進を。 

団体の実態把握，意見交換会や講習会の実施を検討する必要があ

る。 

委員会を通して具体的な提案を出していきたい。 

協働のまちづくりの担い手として若い世代を巻き込んでいくこと

が大事。だが大人向けの講座の充実も図っていただきたい。 

今後の協働のまちづくり講座の開催はどうなっているのか。 

 

小学生ボランティア，すいかの種まき，メカラウロコセミナーの実

施。大人向けの講座の居場所づくり講座は，３０年度も実施。 

 

その年度に対して，一つ大きなテーマがあったほうがいい。３０年

度は何に対して取り組むのか，そのようなビジョンはあるのか。 

年度ごとに方向性や位置づけがそれぞれあったほうがいい。 
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会長 

 

 

Ｆ委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

Ｅ委員 

 

 

Ｃ委員 

 

会長 

 

 

今までの講座のスタイルではなく，新しいスタイル，双方向型の仕

組みを考えて実施していくことも考察していかなければならない。 

 

２０２５年には高齢者が多数を占める時代が訪れる。 

社会福祉協議会だけの話ではなく，市民全体への周知が必要。 

高齢者参画型，市民が主体となって活動できる場の構築を。 

 

新しい仕組みづくりに関しては，今年度の課題として委員会として

研究していく。 

また，地域活動ポイントの検討としては，ボランティア手帳がはじ

めの一歩としてスタートしているが，事業者や法人も巻き込んでい

く仕組みも検討していきたい。地域課題を解決するには，そういっ

た部分の力も必要になってくる。 

法人にもポイント付与し，そのポイントをフィードバックしていけ

たら。今年度は法人も協働の担い手として巻き込んでいく。 

 

【休憩】 

 

市民活動の実態調査及び意向調査に関してはどうか。 

 

現在準備を進めているところである。 

 

ボランティアセンターと連携は図っての実施をぜひお願いしたい。 

 

－事務局了承－ 

 

市民活動フェスタについてはどうか。 

 

市民活動フェスタの運営メンバーを増員していただきたい。 

１３～１４名くらいいたほうがいい。 

 

運営側の負担が大きすぎる。 

 

委員会としてもサポートしていく。 

 

－事務局了承－ 
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会長 

 

 

 

 

Ａ委員 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

Ｇ委員 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

 

Ｄ委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

さきほども問題としてあったが，まだ学校区で協議会が立ち上がっ

てないところもあるので，地域フォーラムの開催に関しては，セミ

ナーや情報交換の場を作っていき，サポートしていく方向で考えて

いく。 

 

協議会としての名前はあるのだが，体制として整っていないのが現

状。協議会として成立していないところもある。 

 

たしかに先進的な地域もあれば，うまくいってない地域，まったく

成立していない地域もある。どうすれば活動できるかは，行政側主

体でのスタート，または意見交換会の場を設けてヒントを得た上で

のスタート，やり方は色々あると思うが，委員会としても焦点をあ

てて，バックアップしていきたい。 

 

まちづくり協議会や地区社会福祉協議会のメンバーが一緒なのも

問題点の一つ。 

 

協議会はないが，頑張っている自治会もある。やはり人とのつなが

りが大事。今年も地域の課題をピックアップし，市へ提言できるよ

うまとめていく。 

 

パブリックコメントに関して，なにかあるか。 

 

課題もあると思うが，ホームページ上での公表だけではなく，紙ベ

ースでの資料として，提出者に関して，どういう意見が出たのかと

いう部分を報告する仕組みがあってもいいのではないか。 

 

パブリックコメントを求める際の周知方法の検討，意見のフィード

バックの仕方，制度上の問題も多々あるのが現状。 

パブリックコメントだけが市政への参画の唯一の機会ではない。 

市民提案機会の拡充についてはどうか。 

ふれあいミーティングに関してはいい場なので，一つ意見として

は，司会は市民にしていただきたい。 

また，苦情の場ではなく，建設的な意見の場として機能していって

欲しい。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

Ｆ委員 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

また，協働のまちづくりモデル事業の実施とあるが，協働推進に関

しては条例づくりからスタートして，ちょうど今年で１０年目にな

る。ここに挙げられている２９の事業に関しては，成功している事

業もあれば，まだそうではない事業もある。市民がまちづくりをし

ていく上での前段の環境づくりをするため，周知をするための事業

であった。本当の意味での具体的な協働の事業はこの２９事業には

含まれていないのが実態。富里の地域課題を掘り起し，協働の事業

としてなにかできないかを検討していく１年にしたい。 

なぜ今協働なのか，原点を振り返り見直してもいいのではないか。 

 

市の体制に対してはどうか。 

市の研修のあり方，市の中での推進の状況のフィードバックがなさ

れていない部分は課題として提案したい。 

 

職員研修の具体的内容も，委員会で提示してほしい。 

 

－事務局了承－ 

 

市民活動フェスタ等のイベントは，庁内協働推進員等が率先して自

主的に参加してきてもいいのではないか。 

 

協力体制に関しては，今後も検討課題としていただきたい。 

様々な課題が出ましたが，今後も委員会で検討して，充実した議論

を展開していきましょう。 

 

次第３ 議題 

（２）富里市消費者行政推進連絡協議会委員の推薦について 

小川（道）委員を推薦することに決定。 

 

次第４ その他 

（１） 実施事業について 

事務局より，実施事業の概要に関して説明。 

 

相談内容や相談件数に関しての報告は，富里市の現況を知るう

えで，貴重な資料の一つなので，ぜひ今後も継続していただき

たい。 
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Ｄ委員 

 

 

会長 

ファイリング等したりして，様々な団体が参考に見れるように

なるといい。 

 

ぜひコーディネーターの方々には，人数的な問題もあるが，外

部に出向いて，色々な情報の収集に今後も務めていただきた

い。 

 

（２） 次回の会議日程について  

平成３０年６月２２日（金）１３時３０分～ 

 

（３） その他 

特になし。 

 

 

【閉会】 

 

 


